
 

 

サイクルピット設置の今後の取り組みについて 

○現状 

サイクリング中に気軽に立ち寄り、休憩や自転車の簡易なメンテナンスを行

うことができる場所としてサイクルラックの設置や空気入れ、自転車用工具の

貸出を行っている。 

利用者が多い箇所がある一方で、サイクリストの来客が少なく、あまり利用

されていない箇所がある。 

 

・サイクルピット設置箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の取り組み 

・サイクルピット設置施設に利用者数の聞き取りを行い、利用の少ない箇所は

新しい場所に設置しなおすなど設置場所の整理を行っていく。 

・設置希望者に対応できるよう新たな運用・設置要綱を検討するとともに引き

続きサイクリングマップやリーフレットで周知していく。 

資料４－１ 

サイクリングルート付近の観光

や文化施設、サイクリングの中継

地として活用できる施設を対象

に公共施設や市が指定した民間

施設（コンビニ）に１０ｋｍ以下

の間隔で設置。 


